
長嶋会員・川島会員・三浦会員・溝口会員・針谷会員・大杉会員・
稲垣会員・川田会員・増田会員・相川会員・安藤会員・岡崎会員・
山田会員・是永会員
 スマイルマンデーします。
依田会員 花森くん、卓話宜しくお願いします！
南條会員 花森会員の卓話楽しみにしてます、頑張ってください！
山梨会員 誕生日プレゼントありがとうございました。
松下会員 花森さん、卓話楽しみにしています。
花森会員 本日の卓話宜しくお願いします。

□会　長／長嶋 明彦 □副会長／川島 啓晃
□幹　事／依田 邦彦 □副幹事／三浦 新介
例会日 ： 毎週月曜日　18:00～19:00
例会場 ： 静岡グランドホテル中島屋
事務所 ： 静岡市葵区追手町2-12 5F/ TEL 054-254-5611

四つのテスト
 I . 真実かどうか
II. みんなに公平か
III. 好意と友情を深めるか
IV. みんなのためになるかどうか
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2020-2021年度

国際ロータリーのテーマ

「Rotary Opens Opportunites／ロータリーは機会の扉を開く」2020-2021年度RI会長 ホルガー・クナーク 

・5/17　ガバナー補佐訪問（ジャケット着用）
・5/24　CF（青少年奉仕委員会）
・5/29　地区大会（オンライン）
・5/30　休例会

♪本日のロータリーソング 「奉仕の理想」 ●ソングリーダー ： 松下 慎一 会員

　5月になり、これから暑い季節を迎えます。平成17年に地球温暖化対策として「クールビズ」
が始まり、ノーネクタイが普通になり、今まで基本的にネクタイをしなかった私には有り難いこと
です。昔は夏、街に出掛けたときなど身体が暑さで我慢できない時には、喫茶店、スナックなど
エアコンの効いているお店に入り、身体をクールダウンさせてから目的の場所に向かうというこ
とをしていました。今は各部屋にエアコンがあるので、夏は部屋でテレビを見たり、パソコン、ゲ
ームなどで家で過ごしますが、昔は応接間とリ

ビング、車のエアコンしか有りませんでした。その無駄な時間や無駄
金が経済に貢献していたのだと思います。決して無駄が良い訳では
ありませんが、世の中に「無駄な物」は無いのかなと、ふと考えてしま
いました。あまり「無駄無駄」と思わず、ストレスの無い夏の生活を過
ごしたいと思います。

ゲ
ス
ト

スマイル報告幹事報告   依田 邦彦 幹事 岡崎 秀威 会員

■会員からのスマイル 総額／21,000円

鈴木 延幸 会長の時間  長嶋 明彦 会長の時間

・5月の誕生日
　山田会員、橋本会員、針谷会員、上條会員
・5月の結婚記念日
　橋本会員、大杉会員、長嶋会員、溝口会員、松下会員

今回ゲストはありませんでした。No.1185
第1256回 例会
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・新型コロナワクチン接種について（溝口会員）
　静岡市は少し接種が遅れているようです。
　1回目より2回目の副反応が強いようで、また若い方の方が
　副反応が強くでることがあるようです。
　副反応が出た場合、ロキソニンはやめてください。

出席報告 柳瀬 委員長

本稿の担当 ： 是永 俊晴

委員会報告

　1月に入会させていただきました。前年まで父が在籍させていただきまして、皆様には大変
お世話になったかと思います。
　仕事は家具の小売をしております。家具の中でも特徴的で、長野県松本市で作られており
ます「松本民芸家具」を主に販売しております。父が在籍中にこの話はしたかと思いますの
で、話がかぶらないようにしたいと考えております。
　民芸の中でも非常に有名な大分県にある窯元「小鹿田焼（おんたやき）」の話をさせてい

ただきたいと思います。お皿、カップ、花瓶、小鉢、小壺などがあり、今どきの主流で作られておりますが、本来はも
う少し違う形のものを作っていた時期がありました。今はこの様な暮らしの中で使われる食器などが作られてい
ます。料理が映える器で、私達は「渋いな」と感じますが、若い方々には「かわいい！」と言っていただけています。
「飛び鉋」（とびかんな）という技法での模様が一番有名です。作られている場所は、大分県日田市でほぼ九州
北部のど真ん中で主要都市の分岐点に位置しており、江戸時代には幕府の直轄地として非常に栄えたと言わ
れております。「水郷ひた」と言われ、様々な川がここに集結していて、「水の都」の様な感じ、また屋形船に乗っ
て鵜飼を見学などもできます。江戸時代の町並みも保存されており、こちらも見所になっています。
　九州の焼物の起源は「豊臣秀吉」に遡ります。秀吉が無くなる前に行った「朝鮮出兵」にて焼物職人を連れ
帰り、九州に根付かせたと言われております。武将が彼ら陶工に各藩の焼物を作らせ「有田焼」「唐津焼」「薩
摩焼」などに派生していきました。小鹿田焼のその流れになりますが、江戸時代の中頃（1700年頃）まで遡りま
す。秀吉の朝鮮出兵は最大の愚策だと言われることが多く、諸説ありますが、最近ではヨーロッパから中国「明」
への侵攻を食い止めるために出兵したとも言われております。
　10軒ある窯元がだいたい同じ作陶風景になります。だいたい親子で2つの轆轤を使っていて、親から子への「
一子相伝」の技術と言われております。一般的には弟子をとって、大量生産するのですが、ここでは弟子をとら
ず、機会を入れず、親子での製作になるので、「無理をしない」という作り方を貫いています。女の子しか生まれ
なかった場合、お婿さんをとったり、養子で繋いでおりますが、残
念ながら1年前に10軒のうちの１軒が泣く泣く窯を閉じることと
なりました。
　新しいことには中々挑戦しない窯ですが、既存のアイデアの
組み合わせで、うまく仕事をいます。
　松本民芸家具もそうですが、何とかこういう仕事が続いてい
けるように、また私達も消費者様にお届けできるように頑張って
いきたいと思います。

■ 花森 崇行 会員

～小鹿田焼～

月/日

5月10日（月） 34名

出席者数

・総会員数43名（出席義務会員37名＋出席免除会員6名）

～出席率向上へのご協力をお願い致します～

お ん た や き
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